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問題２ 

定常電流の作る磁場に関する以下の問１，問２に答えよ．ただし真空の透磁率を 𝜇𝜇0 と

する． 

問１ 図 2-1のように，半径  𝑎𝑎 の無限に長い円柱状の導線に電流 𝐼𝐼 が一様に流れている．

導線の中心軸を 𝑧𝑧 軸とする円柱座標系を (𝑟𝑟, 𝜃𝜃, 𝑧𝑧) とすると，この電流によって円柱

の中心軸から 𝑟𝑟 の距離にある点に生じる磁束密度 𝑩𝑩 は，𝑟𝑟, 𝑧𝑧 方向の成分を持たず，

 𝜃𝜃 方向の単位ベクトル 𝒆𝒆𝜃𝜃 を用いて 𝑩𝑩 = 𝐵𝐵(𝑟𝑟) 𝒆𝒆𝜃𝜃と表される． 

 

（イ） 𝑟𝑟 > 𝑎𝑎 のとき，磁束密度の大きさ 𝐵𝐵(𝑟𝑟) を求めよ． 

（ロ） 𝑟𝑟 < 𝑎𝑎 のとき，磁束密度の大きさ 𝐵𝐵(𝑟𝑟) を求めよ． 

 

問２ 図 2-2 のように，半径 𝑎𝑎 の円形の導線に定常な電流 𝐼𝐼 が流れている．円の中心軸

上にあり，かつ円の中心 O から √3 𝑎𝑎 の距離にある点を P とする． 

 

（イ）導線上に点 Q をとり， Q における導線の微小部分 𝑑𝑑ℓ を考える．このとき，𝑑𝑑ℓ を

通過する電流によって点 P の位置に生じる磁束密度 𝑑𝑑𝑩𝑩 は O，P，Q の 3 点を含む

平面内のベクトルとなることが知られている．このベクトル 𝑑𝑑𝑩𝑩 を図示し，さらに

その大きさ 𝑑𝑑𝐵𝐵 を求めよ． 

（ロ）導線を流れる電流 𝐼𝐼 によって点 P の位置に生じる磁束密度の大きさを求めよ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題はこのページで終わりである． 


